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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖 国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上本号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
3 . 変化の気づき 
4 . 常識への疑い 
5 . 再生あるいは没落 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
1 . 革新局面前期＝動乱期後期 〔春〕 
2 . 革新局面後期 〔夏〕 
3 . 保守局面前期 〔秋〕 





























力を確立し, 繁栄を謳歌した｡ しかし, その間に
も多くの矛盾が噴出し, やがて江戸時代は終焉を
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陸海軍の組織の問題点をえぐり出した 『失敗の本























度, 施策, 事件, 挿話, 風俗や人物それに技芸など
がどのような新しい意味を帯びて見えてくるのか｡ 































4 . 現行常識への疑い 









ある｡ だから, 組織としてのまとまりを維持し, 
クルマを生産し続けたり, 戦争をすることも出来











の理由で) 陰に陽に罰せられる (“いじめ” の問
題も, この文脈で捉えることができる)｡ つまり, 
常識は組織によって公的に権威づけられているも
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1 .  鎖 国 
2 .  米本位制 
3 .  参勤交代 
4 .  世襲と身分制度 













































に戻されたのは, 投獄されてから 9 年もたった明
治 6 年のことであった｡ この間, 拷問などにより
600名を越える信徒が命を落としたという｡ 徳川
時代にも浦上のキリシタンに対する嫌疑で捜索, 































































































経営志林 第46巻 4 号 2010年 1 月  33 
師や信徒に対してはじめて実刑を科したのは, 秀


































































































識の ｢差戻力｣ とよぶ｡ 常識が信頼され権威づけ




































ていた｡ 1633年 (寛永10) より毎年, 1790年 (寛政 
2 ) からは 4 年に 1 度, 1850年 (嘉永 3 ) まで, ない
年もあったので合計166回行われた｡ 長崎から江
戸まで, 途中瀬戸内海は船を利用したが, あとは













距離, 気温, 高度など, 科学的な調査を行なった｡ 
一般的には 3 ヶ月と云われている江戸参府の行程
がシーボルトの時は 5 ヶ月を要したという｡ いろ
んな口実をつけて各地での滞在を一日伸ばしに伸
ばして精力的に資料の採集や測量を行なったらし






















































1 . 2 米本位制 
お金がすべて 
高校生のプロゴルファー石川遼が2009年12月 6 
日, この年の日程を全て終了し, プロ 2 年目にし
て,  1 億8352円の賞金を獲得し, 史上最年少の賞
金王に輝いた｡ 国内男女を通じて10代での賞金王
は初めてという｡  2 位は池田勇太で 1 億5855円で
あった｡ 
ニューヨークヤンキースの松井秀喜は 4 年契約







もとにさらされる｡ トヨタ自動車の2009年 9 月24
日の株価は前日終値3,830円, 時価総額13兆 1 千23







































うに翻弄された｡ 120万石の会津から 4 分の 1 の30
万石の米沢への移封, このときの難局を背負って
立ち向かったのが直江兼続 (なおえかねつぐ) で



































らない｡ この知行も石高で表示された｡ いっぽう, 
下級の旗本や御家人は幕府の徴収した米を俸禄と





















6 割か 7 割を年貢として取り上げるということで
ある｡ この米によって幕府は政権を運営し, 武士
は生計を維持した｡ 徳川幕府も当初は金鉱・銀鉱
を所有し, 厖大な貯金を蓄えていた｡ しかし, 豊
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かになり, 衣類, 食料, 住まいすべてにわたって
向上してゆく｡ 木綿, たばこ, 醤油, 酢, 油, 酒, 
等々米以外の生産物や加工品が求められ, 流通し






































































































次郎1,500石｡ これは明治 2 年新政府が戊辰戦争
の軍功労者に対して贈った恩賞の一部である｡ 彼
らを筆頭に個人419名, その他, 薩摩, 長州など維
新に貢献した諸藩にも贈られた｡ 




明治 6 年, 土地に直接税金をかける ｢地租改正
令｣ を公布, 年貢をやめて全国一律に土地所有者
から土地価格の 3 ％ (のち2.5％) の税金を徴収す
る地租へと切り替えていった｡ 各地の抵抗と戦い
ながら地券を発行して所有者を確定し, 地価を決
定するこの事業に 7 年を要した｡ 
この間, 藩は消滅し, 武士の身分は士族へと変
わり, 禄高の金禄化が行われた｡ 明治 9 年には華
士族31万人に金禄公債証書を与えて, 事実上華士
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ず ｢道切り｣ といって, 場合によっては切り捨て
御免であった｡ このため大名行列にはなるべく行
きあわないよう, あらかじめ間道によけるのが常
識であった｡ ところが, 明治維新を 6 年後にひか
























































































































るが, 参勤交代は, 日本を一つの政治的, 文化的
な有機体として形成する上で果たした役割ははか
りしれない｡ 
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人が必要であった｡ そのほか内科医, 外科医, 鍼, 
馬の獣医, 本陣の点検と修理のための棟梁を含め 
5 〜 6 人の大工, 指物師, 細工師, 料理人, などが
必要であった｡ 
次に供家老の隊列であるが, 騎士10人, 弓10人, 

























きな毛玉にして飾り, それを奴 (やっこ) が投げ



















































享保 7 年 7 月 3 日突如, 一万石以上の大名に登








かった｡ 参勤交代による在府期間 1 年を半年に減
じ, 領国滞在を 1 年半とするという, 歳費削減の
方策も併せて示したのであった｡ これが吉宗によ

















参勤交代の緩和策は 7 年続いたのち, 経済状況
が改善したという理由でもとにもどされた｡ 上米























吉宗は, この時代の支配者が好んだ儒学, 和歌, 
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とめた｡ この間, 四男一女をもうけたが, うち二
人は早生した｡ 長男家重は幼時から言語障害があ
り, そのうえ, 学問はきらい, 根は続かず, 酒色
や遊芸におぼれていた｡ これに対し, 次男宗武は
文武ともに秀でており, 将来を期待する声が大き











































軍秀忠には 3 人の男子があったが, 長男の長丸は
早生しているので, 世子の候補は次男竹千代 (家








































た｡ その武士のうち 1 万石以上の領地をもつもの
を大名と称し, 武士の中の支配層であり, 全国で
260余名であった｡ 彼らは百万石から 1 万石まで
ランク分けされているほか, 頂点に立つ徳川家と
血縁関係のある ｢親藩｣, 関ヶ原以前から徳川に
従っていた ｢譜代｣, それ以外の ｢外様｣ に分かれ
て, それぞれ厳格に上下関係が定められていた｡ 
残りの武士のうち, 幕府の中では, 200石以上の 



















































































送った｡ それを見て育った諭吉は, のちに 『福翁
自伝』 で ｢門閥制度は親のかたきでござる｣ と身
分制度を激しく非難した｡ またさらに, 『学問の
































以上, 鎖国, 米本位制, 参勤交代, 世襲と身分
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原動力となるが, 次第に足枷となりついには崩壊
へと導いていく, きわめてパラドキシカルなもの
のようだ｡ 本号では, そうした矛盾を内包する, 
組織の複雑な一面が, 江戸時代の常識を通して垣
間見られたのではないだろうか｡ 
(イラスト 坂田 融) 
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